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Ｍさんのお話を聞いて 
 中学の頃は不登校だったのに，今は学級委員や文化祭実行委員もされているなんて本当に   

すごいなと思いました。また，人生は変えることができるということを強く感じました。私も   

志望校を合格し，最高の高校生活が送れるよう，今頑張って行きたいです。 

 

 Ｍさんの話で学んだのは，温かなクラスを作ることと，何があっても自分を嫌いにならずに  

努力することです。温かなクラスを作ることは，自分が挫折してしまったり，クラスメイトが   

傷ついた時に，励まし合えるし，自分を嫌いにもならずに，自分の心と向き合えるようにするため

に必要だと思いました。また，僕はあまり悩んでいないけど，受験の時や高校に入った時，    

挫折しても，しっかり自分と向き合っていきたいと思いました。今は受験の大事な時期なので，  

その時のための練習と思って向き合っていきたいです。 

 

 元不登校だったという方でしたが，そういうのに関係なく，努力されてきたのだなと思いました。

特に「前にもっと苦しい思いをしているから，今の問題もたいしたことないと思って解決して  

いける」という言葉がとても心に響きました。あと３ヶ月，限界を超えて勉強するのは苦しさも  

大きいと思いますが，それ以上に得るものがある，ということを感じました。この言葉をいつか  

言えるようになるくらいまで頑張ってみようと思います。 

 

Ｓさんのお話を聞いて 
 Ｓさんが最初，言葉がわからなくても，自分から積極的に学んで，３か国語をマスターできたの

は，挫けない心があったからだと思いました。けど，逆に，強制されたことでも，自分から学ぶこ

とで挫けずにマスターすることができたんじゃないかと思いました。僕も辛くても自分から積極的

にやっていきたいと思いました。 

 

 フィリピンから日本に来はって，Ｓさんは自分たちがわからないような苦しみやしんどさを味わ

わはった。でもその中であきらめずに取り組むこと，自分から積極的に取り組むことが大切だとい

うことを教えてくれはった。自分も今必死に取り組んでいること，あきらめず，全力で取り組みた

いと思います。 

 

 まず，トリリンガルということに驚きました。小６のとき，日本に来て，不安もたくさんあった

と思うのに，折れずにやってきていることがすごいなと思いました。何でも自分で調べて，考えて，

ということが大切だと思いました。 

 


